
２０２２年度事業報告 
（2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで） 

 
2022 年度は、まだまだ新型コロナ感染症（COVID-19）は収まっておらず 7 派、8 派と感染が起

きていた状況下ではあるものの、ワクチンや治療薬によって行動制限のような厳しい措置はなくな

り、季節性インフルエンザと同じ扱いにする方向性が出されるなどかつての日常生活を取り戻そう

とした年度であった。 
スポーツ庁においても 2021 年 12 月に室伏プランが、2022 年 8 月には「障害者スポーツ振興方

策に関する検討チーム報告書（高橋プラン）」が出されるなど、東京 2020 大会のレガシーを基盤と

して、未来に向かう方向が出された。 
当連盟にとっても 2021 年開催の東京パラリンピックの成果を基に、3 年後に迫るパリ 2024 パ

ラリンピックに向けて基礎固めを行う重要な年度であった。 
 今年度の節目の大会としては、6 月に開催のマデイラ 2022 世界選手権（世界選手権）と 10 月開

催の杭州 2022 アジアパラゲームズ（アジアパラ）であったが、アジアパラについては、中国の

COVID-19 感染状況によって 2023 年へと延期になった。このため、年度前半は世界選手権に男女

合わせて 11 名と選手人数を厳しく絞った基準での派遣を行い、金メダル 2 個を含む 19 個のメダル

を獲得した。これは過去派遣した世界選手権からは最多のメダル数となるとともに、次世代事業で

育成してきた選手が活躍するなど基礎固めとして、一つの目標を達成したと言える。年度後半は翌

年度のマンチェスター2023 世界選手権に向けて、国際クラス確定のための大会遠征、海外勢と臆

せず戦うための大会遠征、合宿などを進め強化を行った。 
 このような強化事業を展開する一方、国内においては、COVID-19 禍におけるスポーツをする機

会の減少から起こった会員の減少に歯止めをかけるべく、継続実施の中央の大会はもとより、新た

に地域連盟とともに記録会を開催し、総合通信記録会としての取り組み実施や発掘育成キャンプを

3 つのエリアで開催するなど日常を取り戻す試みを実施した。 
 また、会員アンケートなども実施し、現状分析をおこない連盟ビジョンの見直しを進めた。 
  
連盟を取り巻く環境としては、国費助成については、2021 年度の余剰から一定の規模が確保で

きたものの、コロナ禍が原因での日本経済の課題も生じてきており、物価の高騰や円安による遠征

費用の増大などが起こっている。 
このような先行き不透明感の中、何とかバランスを保ち運営を行えた年度であった。 
 
以下 2022 年度に実施した主な事業について報告する 
 
本年度も 2017年度事業で策定した当連盟ビジョン「「パラ水泳PI/VI中・長期計画（2017～2024）

――2020 レガシーと新たな共生社会からの飛躍を目指して――」のアクションプランを基に出来得

る事業を進めた。また、このビジョンそのものの見直しのため、会員のアンケート調査を行うとと

もに、2023 年度見直しに向けての準備を進めた。 
 
 
アクションプランにおける「１ トビウオパラジャパン PI/VI 強化・育成・発掘」の分野では、

パリ 2024・ロス 2028 に向けての強化戦略プランに基づいて事業を実施した。 



当初の計画では、6 月マデイラ 2022 世界選手権、10 月杭州 2022 アジアパラゲームズの 2 つの

大会を軸に日本代表の強化を進める予定であったが、アジアパラが延期となったため 
 12 月にオーストラリアクイーンズランド大会へ参加した他、クラス分け対応のためワールドシリ

ーズ等に参加した。合宿については、カナダ海外遠征合宿の他、日本代表国内合宿を 3 回、強化指

定選手合宿を 3 回実施した。また育成選手合宿についても 9 回実施し、強化へのレベルアップを図

った。日本スポーツ振興センター委託助成の「次世代アスリート育成・強化」については最終年度

となり、マデイラ2022世界選手権で8位以上に入賞するメダルポテンシャルアスリートを最大化、

継続性のある「育成・強化システム」を作り上げ、一定の評価を得た。その他 J-STAR 事業、発掘

キャンプなど当連盟が取り組んでいるＦＴＥＭパスウエイにそって一貫性のある事業を展開し着

実にシステムの体系化を進めた。 
  
「２ 指導者」「３競技役員」養成の分野では、基礎指導者研修を福岡県と神戸しあわせの村で

実施、それぞれ 21 名、４１名が参加、基礎指導員の拡大を図った。また、公認競技役員等養成講

習会を東京で実施 19 名の参加を得た。これら選手にとってのアントラージュについては、選手育

成パスウエイに沿った形での制度の構築を進めており、その一環としてホームページに指導者等の

情報ページを開設し、制度や活躍の場がわかるようにした。 
また、競技役員については、東京 2020 時にＷＰＳレベル２の養成を行い、約 40 名が活動してい

るが、そのレベルアップを図るため「失格判断事例集」を作成し配布した。 
 
「４ 競技大会」については、コロナ禍の中で感染対策に注意を払いながら各地域連盟主催の６

大会が開催できた。また、日常を取り戻す試みの一つとして実施した通信記録会についても、東北、

関東、近畿、九州の 4 地域で実施、マルチクラス方式で順位づけ表彰するなど新しい試みを実施し

た。 
連盟主催の第 39 回日本パラ水泳選手権大会を 11 月に長野市で開催、3 月開催の春季記録会の

名前を変えて「春季チャレンジレース」として実施し、2023 年の世界選手権日本代表及びアジア

パラゲームズ日本代表候補選手を選考した。この 2 つの大会には、広報対応としてのリモート取材

やユーチューブによる発信などを行っている。 
さらに、9 月には共催実施のジャパンパラを実施、毎年ＷＰＳ公認大会として実施している神

戸市民選手権は、育成選手層を合宿として参加させた他、海外選手として香港の選手が参加した。 
 
「5 普及・発掘・会員増」については、昨年も地域連盟への助成支援を行うとともに会員減少

対策を行ったが、さらに減少し 554 人から 494 人となった。コロナ禍における生活習慣の変化はこ

のようなところにも表れており、水泳水中運動普及へのさらなる対策が必要となっている。 
 
「6 組織基盤」としては、東京 2020 終了後に派遣元に戻った職員の補充として人材を確保して

業務が滞らないようにした他、業務の効率化や費用見直しに努めた。また、組織基盤の評価指標で

もあるガバナンスコード遵守についても自己説明の公表し、組織の健全性に努めた。 
以上の結果、税引き前の当期一般正味財産増減額は 36,738,195 円となった。 

 
 
 
 



＜主な取り組み＞ 
Ⅰ 競技会の開催及び支援･後援事業 

１．地域連盟による大会を開催支援 
新型コロナウルスの感染拡大の影響を受ける中、様々な感染症対策をしながら地域大会開催に

向けて努力を重ね実施することができた。 
2022 年 6 月 5 日（日） 第 32 回東北身体障がい者選手権水泳競技大会を宮城県グラン

デ２１で開催 
2023 年 2 月 19 日（日） 第 36 回関東身体障がい者水泳選手権大会を東京都墨田区両国

屋内プールで開催 
2022 年 7 月 10 日（日） 第 29 回中部障がい水泳選手権大会を名古屋市障がい者スポ 

ーツセンターで開催 
2022 年 6 月 19 日（日） 第 33 回近畿身体障がい者水泳選手権大会を滋賀県立障害者福

祉センタープールで開催 
2022 年 6 月 5 日（日） 第 28 回中国四国身体障がい者水泳選手権大会を広島市心身  

障害者福祉センターで開催 
2022 年 6 月 19 日（日） 第 33 回九州障がい者水泳選手権大会を北九州市グローラル   

マーケットアクアパーク桃園で開催 
 
2022 年 11 月 27 日（日）秋季東北パラ選手権大会 盛岡市立総合プール 

 
２．2022 ジャパンパラ水泳競技大会の共催 

2022 年 9 月 17 日（土）～19 日（月）横浜国際プールで実施した。 
（有観客としては、3 年ぶり実施） 

 
３．第 39 回日本パラ水泳選手権大会の開催等 

2022 年 11 月 12 日（土）～13 日（日）長野県アクアウィングにて有観客で実施した。マデ

イラ 2022 世界選手権大会のメダリスト等優秀選手の表彰を実施するとともに通信記録会の

マルチクラス 1 位～3 位のトロフィーなどを贈呈した。 
 
参加選手：身体・視覚 253 名、知的 76 名、聴覚 17 名 計 346 名 
アジア新記録１，日本新記録 5，大会記録 35 の記録が更新された。 
 
また、日本選手権大会の開催地確保への取り組みを推進し、次回の第 40 回大会を佐賀県佐 

賀市の「SAGA サンライズパーク（SAGA アクア）」で開催することに決定した。 
 

※本事業に対して独立行政法人日本スポーツ振興センターからスポーツ振興基金スポーツ大

会開催助成として 4,800,000 円の助成金を受けた。 
 
 ４．2023 パラ水泳春季チャレンジレース兼 2023 年度日本代表選手選考競技会の開催 
   2023 年 3 月 4 日（土）～5 日（日）の 2 日間（クラス分けは 3 月 3 日（金））、静岡県富士

水泳場で実施した。 
   参加選手：身体 85 名、知的 119 名、聴覚 11 名 計 215 名 



   大会終了後、日本代表選手選考委員会を開催 
   ・マンチェスター2023WPS 世界選手権日本代表選手 

 身体 16 名（保留選手 2 名を除く）、知的 5 名、計 21 名が選考された。 
   ・杭州 2023 アジアゲームズ競泳競技日本代表推薦候補選手  

  身体 32 名、知的 12 名（保留選手 3 名を除く）、計 44 名が選考された。 
※本事業に対してゴールドウイン西田基金から大会開催活動の一部として 2,000,000 円の助成

金を受けた。 
 
 ５．通信記録会の実施 
   新型コロナ感染症による競技会参加会員減少、既存地域大会の規模縮小などの対策及び、地

域でのパラ水泳参加機会創出のため、新たな記録会を実施するとともに各地域の記録会を総

合してマルチクラスポイント方式で全国の順位を決める通信記録会を実施。4 地域 317 名が

参加した。 
   ・2022 年 6 月 5 日（日） 関東パラ水泳記録会  小豆沢体育館内温水プール 
   ・2022 年 7 月 30 日（土） 夏季東北パラ水泳選手権大会 郡山しんきん開成山プール 

・2022 年 9 月 25 日（日） ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｲﾑﾌｪｽ in SHIGA  滋賀県立障害者福祉センター 
・2022 年 10 月 9 日（日） 九州パラ水泳短水路公認記録会 大分市営温水プール 
 

※本事業に対して公益財団法人日本パラスポーツ協会から地域におけるパラスポーツの振興

事業活動として「日本パラ水泳地域等記録会連携型通信総合記録会委託料」2,000,000 円を受

けた。 
       
Ⅱ 競技力向上事業 
１．日本代表・強化・育成選手等合宿 

(１)日本代表選手等合宿 
➀マデイラ 2022WPS 世界選手権日本代表選手合宿①（選手 10 人、スタッフ 24 人） 

2022 年 4 月 30 日（金）～5 月 4 日（日）ナショナルトレーニングセンター・イースト 
②マデイラ 2022WPS 世界選手権日本代表選手合宿②（選手 2 人、スタッフ 2 人） 

2022 年 5 月 16 日（月）～5 月 18 日（水）ナショナルトレーニングセンター・イースト 
③マデイラ 2022WPS 世界選手権日本代表選手合宿③（選手 9 人、スタッフ 12 人） 

2022 年 5 月 20 日（金）～5 月 22 日（日）神戸ポートアイランドスポーツセンター 
    

(２)強化指定選手合宿 
①強化指定選手合宿➀ （選手 13 人、スタッフ 11 人） 

2022 年 7 月 16 日（土）～7 月 18 日（月）横浜国際プール 
②強化指定選手身体測定合宿 （選手 7 人、スタッフ 5 人） 

2022 年 8 月 13 日(土)～8 月 14 日(日）ナショナルトレーニングセンター・イースト 
③強化指定選手合宿② （選手 18 人、スタッフ 20 人） 

2022 年 12 月 23 日(金)～12 月 26 日(月）ナショナルトレーニングセンター・イースト 
 

(３)育成指定選手事業（次世代アスリート育成強化事業） 
➀育成選手合宿➀ （選手 12 人、スタッフ 13 人） 



2022 年 4 月 15 日（金）～4 月 17 日（日）スイムピア奈良 
②育成選手合宿② （選手 12 人、スタッフ 20 人） 

2022 年 5 月 6 日（金）～5 月 8 日（日）スイムピア奈良 
③育成選手合宿③ （選手 13 人、スタッフ 11 人）神戸市民選手権大会 

2022 年 6 月 4 日（土）～6 月 5 日（日）神戸ポートアイランドスポーツセンター 
④育成選手合宿④ （選手 9 人、スタッフ 2 人） 

2022 年 8 月 12 日（金）～8 月 14 日（日）神奈川県立スポーツセンター 
⑤育成選手合宿⑥ （選手 8 人、スタッフ 5 人）日本スイミングクラブ全国ブロック大会 

2022 年 9 月 30 日（金）～10 月 1 日（土）高知県くろしおアリーナ 
⑥育成選手合宿⑦ （選手 5 人、スタッフ 12 人）フィジカル測定 

2022 年 11 月 25 日（金）～11 月 27 日（日）スイムピア奈良 
⑦育成選手合宿⑧ （選手 9 人、スタッフ 10 人） 

2022 年 12 月 27 日（金）～12 月 29 日(日)ナショナルトレーニングセンター・イースト 
⑧育成選手合宿⑨ （選手 9 人、スタッフ 8 人）日本知的連盟新春大会 

2023 年 1 月 8 日（金）～1 月 9 日（月）千葉国際総合水泳場 
 

（５）発掘選手 
〇発掘キャンプ 
今年度は、公益財団法人日本財団パラスポーツサポートセンターの「パラリンピック競技団

体普及啓発支援助成金」の助成を受け、「パラ水泳普及啓発・発掘キャンプ事業」として、東・

西・南の各エリアに所属する発掘選手等を対象に、エリアごとのトレーニングキャンプと、各

エリアの選手を一同に集めて行う中央キャンプを、それぞれ 2 日間の日程で実施した。 
・南エリアキャンプ 

2022 年 5 月 28 日(土)～29 日(日)  シーガイヤ   参加者 37 名(選手 13 名) 
   ・西エリアキャンプ 
    2022 年 6 月 11 日(土)～12 日(日)  スイムピア奈良 参加者 19 名(選手 11 名) 
   ・中央キャンプ 
    2022 年 8 月 20 日(土)～21 日(日)  スイムピア奈良 参加者 27 名(選手 17 名) 
   ・東エリアキャンプ 
    2022 年 12 月 10 日(土)～11 日(日)  立教大学    参加者 25 名(選手 15 名) 
 

〇奈良県・関西広域連合受託事業 
昨年同様、奈良県から委託を受けた奈良県スポーツ協会と関西広域連合の両者から委託を受

け、所管するエリア内の障がい者スポーツの振興を図ることを目的とした事業を実施した。 
＜パラリンピックタレント発掘・育成事業(水泳競技)＞   奈良県スポーツ協会受託 
＜関西広域連合障害者スポーツアスリート育成練習会＞  関西広域連合受託 

2023 年 1 月 21 日（土） スイムピア奈良  参加者 15 名(選手 4 名) 
 

〇Ｊ－ＳＴＡＲプロジェクト 
5 期生 日本パラスポーツ協会受託事業 

（１）専門測定・合宿の開催   
対象者 5 名 4 月～翌 2 月まで合計 6 回  スイムピア奈良 



（２）居住地指導による日常練習環境の整備  
対象者 5 名 ７月～翌 2 月まで合計 138 回 

※上記の J-STAR５期事業に対し、公益財団法人日本パラスポーツ協会から 7,435,764 円の

受託を受けた。 
 

〇健常大会への参加、普及、啓発 
（１）2022Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技大会(記録の公認) 

2022 年 7 月 10 日（日）辰巳国際水泳場  関東地域の J-STAR・育成選手等参加 
（２）第 43 回ＪＳＣＡブロック対抗水泳競技大会(記録の公認) 

2022 年 10 月 1 日（土）高知県くろしおアリーナ 育成選手等参加 
 

２．海外大会等への派遣 
（１）連盟派遣 

①ベルリン WPS ワールドシリーズ大会派遣（選手 3 人、スタッフ 3 人） 
2022 年 4 月 1 日（金）～4 月 5 日（火）ドイツ・ベルリン（3 月 24 日出発 2021 年度） 

②マデイラ 2022WPS 世界選手権大会派遣 （選手 11 人、スタッフ 14 人） 
2022 年 5 月 26 日（木）～6 月 20 日（月）ポルトガル・マデイラ（ポルト事前合宿含む） 

③2022 マクドナルド・クインズランド選手権大会派遣（選手 12 人、スタッフ 11 人） 
2022 年 12 月 10 日（土）～12 月 17 日（火）オーストラリア・クインズランド 

④カナダ遠征合宿派遣（カナダチームとの合同合宿）（選手 4 人、スタッフ 6 人） 
2023 年 1 月 14 日（火）～1 月 29 日（火）カナダ・ケベック・モントリオール 

⑤メルボルン 2023 WPS ワールドシリーズ大会派遣（選手 8 人、スタッフ 9 人） 
 2023 年 2 月 12 日（日）～2 月 21 日（火）オーストラリア・メルボルン 
⑥シェフィールド 2023 ワールドシリーズ大会派遣（選手 10 人、スタッフ 14 人） 

2023 年 3 月 11 日（土）～3 月 21 日（火）イギリス・シェフィールド 
 

(２)育成指定選手海外大会派遣（国際クラス取得と海外遠征の経験） 
➀IWAS World Games 大会派遣  参加選手 3 人・スタッフ 3 人（クラス分け３人） 

2022 年 11 月 21 日（月）～11 月 30 日（水）ポルトガル ヴィラ リアルサン アントニオ 
②カイロオープン大会派遣  参加選手２人・スタッフ４人（クラス分け２人） 

2022 年 11 月 21 日（金）～12 月 1 日（日）エジプト・カイロ 
 

３．大会等サポート（体制整備事業） 
（１）大会サポート 
 ➀2022 ジャパンパラ水泳競技大会参加選手サポート・視察・レース分析等サポート 
  2022 年 9 月 16 日（金）～9 月 20 日（火）横浜国際プール 
 ②第 39 回日本パラ水泳選手権大会強化指定選手サポート・視察・レース分析等サポート 
  2022 年 11 月 10 日（金）～11 月 13 日（日）長野総合運動公園市民プールアクアウイング 
 ③第 6 回日本知的障害者選手権新春水泳競技大会強化指定選手選手サポート・視察 
    2023 年 1 月 8 日（日）～1 月 9 日（月）千葉県国際総合水泳場 
 ④2023 パラ水泳春季チャレンジレース兼日本代表選考戦強化指定選手サポート・視察 
    2023 年 3 月 3 日（金）～3 月 5 日（日）静岡県富士水泳場 



 
（２）会議、研修等サポート 
①強化戦略会議 （強化戦略プランと世界選手権結果の評価） 
 2022 年 7 月 4 日（月）～7 月 5 日（火）ナショナルトレーニングセンター・イースト 
②JPC 加盟団体会議、競技力向上事業実施説明会 
 2022 年 7 月 21 日（木）（公剤）日本スポーツ協会会議室 
③強化指定選手所属訪問 

2022 年 10 月 31 日（月）～11 月 17 日（木）選手の所属先で指導者等関係者と面談 
④協働チームによるコンサルテーション会議 （強化戦略レビューシートの説明応答） 
 2023 年 1 月 13 日（金） 国立科学センター2 階研修室 
⑤強化会議  強化指定選手向け 2023 強化事業説明・ 

2024 パリに向けて・ドーピング研修・強化戦略プランについて 
 2023 年 1 月 21 日（土） ナショナルトレーニングセンター・ウエスト研修室 
⑥JPC 主催ユースアスリート研修①  
 2023 年 1 月 21 日（土） ナショナルトレーニングセンター・イースト 
⑦JPC 主催ユースアスリート研修②  
 2023 年 2 月 11 日（土） ナショナルトレーニングセンター・イースト 
⑧個人合宿制度  日本代表選考大会に向けての合宿を支援  
 2023 年 2 月 1 日（水）～2 月 28 日（火） ナショナルトレーニングセンター・イースト 
⑨トレーナー・コーチ連携会議    
 2023 年 2 月 25 日（土）～2 月 26 日（日） ナショナルトレーニングセンター・イースト 
 

４．新しい生活様式での選手強化活動事業助成 
  強化育成指定選手のレース映像分析即時フィードバックシステムの構築 
   練習や競技会で選手が望んでいるタイミングで映像や分析結果を素早くＮＡＳにアップロ

ードすることにより選手がどこでも速やかに映像のフィードバックを受けることが出来る。 
 

５．強化指定選手制度・育成指定選手制度の運用 
この制度は暦年で指定を行っている。 
強化指定選手 18 人、育成選手 12 人、合計 30 人（2023 年 1 月 1 日現在）を指定 
ＷＰＳライセンス登録者数 59 人（2023 年 4 月１日現在） 

強化選手――2023年 1 月 21 日（土）強化指定、所属関係者、 
Zoom による説明会・研修会の実施、2022 強化選手事業計画について、ＮTC の利用、ア

ンチ・ドーピング、自己競技力向上プランなど 
育成選手――2023年 1 月 22 日(日)育成指定、所属関係者 
 Zoom による説明会・研修会の実施、育成選手制度の改正、育成選手事業計画、トレーニ

ングシート、自己競技力向上プランなど 
 

 ※上記（発掘事業・J-STAR 除く)に対し、独立行政法人日本スポーツ振興センターの競技力

向上事業に対して、86,804,000 円（うち、育成選手事業に 8,451,000 円、体制整備事業に

2,793,000 円、新しい生活用式に 2,500,000 円）の助成金を受けた。 
 



 
６，次世代ターゲットスポーツ育成事業 

日本スポーツ振興センター事業として採択され、2024 年のパリパラリンピックにおいてメダ

ル獲得を目指せる若年層 8 選手をターゲットアスリートと指定し強化育成に努めた。 
（１）コーチ・トレーナー派遣 

年間を通して支援を必要としている選手に近隣で活動するコーチ、トレーナーを派遣し個別指

導を実施した。 
（２）栄養指導の実施 

ターゲットアスリート育成の根幹となる健全な体づくりのため、（一社）日本スポーツ栄養協

会と年間委託契約を結び、専属スタッフの管理の下適切な指導を行った。3～4 か月に 1 回普

段の食事の栄養調査を行い、保護者も含めたフィードバックを実施し、普段の食事改善を促し

た。 
（３）所属訪問 

3～4 か月に 1 回ターゲットアスリートの所属に訪問し、練習環境を確認するとともに、所属

コーチとコミュニケーションを図り連携を強めた。 
（４）海外合宿 

2023 年 1 月 14 日（土）～30 日（月） カナダ(モントリオール) 
【目的】 
・海外のエリート選手及びコーチによる、競技力向上のための創意工夫や取り組み方を合同

トレーニングを通じて学び、日常環境の改善、質の向上に生かす。 
・様々な視点から「違い」を知り、自己競技力を向上させるための手段や方法を主体的に学

び、行動できるようになる。  
・国際競技力のライバル国であるカナダの強化戦略を学び、NF・所属間連携や育成・強化

（アスリート育成パスウェイの構築）のための具体的実践に生かす。 
（５）所属との連携合宿の実施 

2022 年 8 月 3 日（水）～7 日（日）  秋田県立総合プール 
2021 年 11 月 18 日（金）～20 日（日） ナショナルトレーニングセンター・イースト 

（６）次世代通信の発行 
月に 1 回次世代通信を発行。内容としては選手の状況、所属の練習メニュー、次世代事業か

らの情報をまとめて関係者に周知した。 
（７）NF・所属とのネットワーク構築 

事業が終わった後も所属でも強化ができる「アスリート育成パスウェイサポートページ」を

作成し、稼働させた。 
（８）成果報告会 

ターゲットアスリートに次世代事業に入ってから成長した点、改善した点などを NF、所属、

JSC 関係者の前で発表してもらった（オンライン）。 
（９）次世代主要スタッフ同士の定期会議及びアドバイザーを含めた推進会議の実施 

1週間に1回ラインを使ったミーティングを行い選手の現状の課題、目標について確認。また、

年に 3 回専門アドバイザーを含めた推進会議をオンラインにて行った。 
 
※上記６の事業に対し、独立行政法人日本スポーツ振興センターの次世代ターゲットスポーツ

育成事業として 24,858,839 円の助成金を受けた。 



 
Ⅲ 指導者研修会等の開催と普及 

１．JPC 競技別指導者講習会委託事業「JPSF 公認競技役員等養成講習会 」 
2022 年 12 月 10 日から 12 月 11 日 日本財団ビル 2 階にて実施  受講者 19 名 
2023 年 3 月 31 日現在、公認競技役員数（新規・更新・技術支援会員更新含む） 
クラス分け委員 47 名、審判員 89 名（重複あり）  

２．JPC 競技別指導者講習会委託事業 
「JPSF 公認障がい者水泳指導員資格修得講習会初級「Step１」「Step２」 
2023 年 1 月 14 日から 1 月 15 日 神戸市しあわせの村にて実施  受講者 41 名 

３．レポート審査による「公認中級障がい者水泳指導員資格審査」申請なし 
４．福岡県障がい者アスリート強化拠点事業「福岡県障がい者水泳指導員養成講習会」 

福岡県および福岡県障がい者スポーツ協会からの委託事業 
2022 年 11 月 5 日から 6 日 福岡県立総合プールにて実施  受講者 21 名 

５．2023 年 3 月 31 日現在、公認指導者登録数（新規・更新・技術支援会員更新含む） 
初級 63 名、中級 2 名 合計 65 名 

 
Ⅳ 法人運営事業 
１．インターネットを使った広報事業など 

・コロナ禍の中、無観客大会などで来場応援が叶わないところ、第 39 回日本パラ水泳選手権

では、現役選手による競技解説を全競技のユーチューブ配信などで行い、パラ選手の魅力を

発信した。 
 

２．組織体制の強化･充実 
スポンサー・パートナー協賛企業５社、サポーター協賛企業６社、 
コンプライアンスオフィサーの養成、ガバナンスコードへの対応構築を推進 
（１）2023 年 3 月 31 日現在、競技会参加会員数 

女子 162 人、男子 332 人、合計 494 人 
（２）技術支援会員 

2023 年 3 月 31 日現在、女子 36 人、男子 55 人、合計 91 人が登録 
（３） 正会員 6 名 
（４）役員（2023 年 3 月 31 日現在） 

理事 16 名（うち理事長 1 名、常務理事 4 名） 
（５）事務局（2023 年 3 月 31 日現在） 

本部事務所（委託含む）  4 名 
東京事務所（委託含む）  4 名 

（６）日本財団パラリンピックサポートセンター事業 
    人的支援、組織運営・管理基盤整備のガバナンス強化、広報マーケティング事業等に、

13,890,000 円の助成を受ける。 
 
３．総会・理事会・委員会等 
（１）第１回理事会 

2022 年 6 月 25 日（土） 神戸・三宮研修センター会議室 



＜決議事項＞ 
第１号議案 ２０２１年度事業報告について 
第２号議案 ２０２１年度決算報告について 
第３号議案 基金の返還及び代替基金への積み立てについて 
第４号議案 定款の一部変更について 
第５号議案 規程等の制定改廃について 
第６号議案 理事１名の選任について 
第７号議案 監事１名の選任について 
第８号議案 参与（特別職）２名の推挙について 
第９号議案 事務局長任命の承認について 
第１０号議案 ２０２２年度定時総会の招集について 

＜報告事項＞ 
(1) ２０２２年度事業計画及び予算の進捗状況について 
(2) 世界選手権の結果と今後の取組みについて 
(3) 業務執行理事の業務執行状況の報告について 
(4) 経営基盤の強化・安定に向けた取組に関する確認シート（ＪＳＣ提出）について 
(5) ２０２２年度コンプライアンス教育実施計画について 

 
（２）定時総会 

2022 年 6 月 30 日（日） 当連盟神戸本部事務所 
＜決議事項＞ 

第１号議案 ２０２０年度事業報告及び決算報告について 
第２号議案 基金の返還及び代替基金への積み立てについて 
第３号議案 定款の一部変更について 
第４号議案 理事１名の選任について 
第５号議案 監事１名の選任について 

 
（３）第２回理事会 

2022 年 6 月 30 日（日） 本連盟神戸本部事務所 
＜決議事項＞ 
(1)常務理事の選定について 
(2)諸委員会の委員について 
 

（４）第３回理事会 
2023 年 2 月 18 日（土）神戸・三宮研修センター会議室 
＜決議事項＞ 

第１号議案 ２０２２年度収支補正予算案 
第２号議案 ２０２３年度事業計画案 
第３号議案 ２０２３年度収支予算案 
第４号議案 処分規程の一部改正について 
第５号議案 定款の一部変更について 
第６号議案 令和５年度ＪＰＣ強化指定選手の推薦について 



第７号議案 ２０２２年度臨時総会の招集について 
＜報告事項＞ 

報告１ マデイラ２０２２年ＷＰＳ世界選手権の結果と強化戦略プラン評価 
報告２ ２０２２年度事業の進捗状況報告（2023 年 1 月まで）について 
① 会員の状況（競技会参加会員、技術支援会員） 
② 地域大会の開催状況（記録会含む。） 
③ ＪＰＣ事業関連 

ア ジャパンパラ水泳競技大会（委託事業含む。） 
④ ＪＰＣ（ＪＳＣ）助成関連事業 

ア 競技力向上事業（選手強化活動） 
イ 競技力向上事業（次世代アスリート育成強化） 
（上記ア、イの事業には、感染対策及び新しい生活様式事業を含む。） 
ウ 競技力向上事業（体制整備） 
エ 第３９回日本パラ水泳選手権大会 

⑤ ＪＳＣ・ＪＰＣ等委託事業 
ア 次世代ターゲットスポーツ育成支援事業 
イ ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト（J-STAR）５期事業 
ウ 競技別指導者講習会助成事業（競技役員講習会、指導者講習会） 
エ 地域におけるパラスポーツ振興事業（通信記録会） 

⑥ 日本財団パラスポーツサポートセンター事業 
ア 人的資源確保事業 
イ ガバナンス・普及啓発・広報・マーケティング事業等 

報告３ ２０２３年２～３月の事業見通しについて 
① ２０２３年強化・育成指定選手について 
② ２０２３年ＷＰＳ海外シリーズ派遣 
③ パラ水泳春季チャレンジレース（マンチェスターＷＰＳ世界選手権日本代表選手選考

及び杭州 2022 アジアパラ推薦候補選手選考 関連） 
報告４ 業務執行理事の職務執行状況報告について 
報告５ パラ水泳 PI/VI 中・長期計画（2017～2024）の見直しとアンケート調査について 
報告６ スポーツ団体ガバナンスコード＜中央競技団体向け＞の遵守状況に関する 

２０２２年度自己説明・公表の実施について 
報告７ 令和４年度文部科学省生涯スポーツ功労者表彰の受賞について 
報告８ ２０２３年度の日程の概要について 
 

（５）臨時総会 
2023 年 2 月 26 日（日） 本連盟神戸本部事務所 
＜報告事項＞ 
報告１ ２０２２年度収支補正予算 
報告２ ２０２３年度事業計画 
報告３ ２０２３年度収支予算 
＜決議事項＞ 
第１号議案 定款一部変更について 



４．運営委員会 
2022 年 4 月 21 日（木） 
2022 年 5 月 19 日（木） 
2022 年 6 月 16 日（木） 
2022 年 7 月 21 日（木） 
2022 年 8 月 18 日（木） 
2022 年 9 月 22 日（木） 
2022 年 11 月 09 日（水） 
2022 年 12 月 14 日（水） 
2023 年 2 月 8 日（水） 
2023 年 3 月 15 日（水） 

 
５．各種委員会 

2022 年 4 月 13 日（水） アスリート委員会① 
2022 年 6 月 30 日（木） 危機管理委員会 
2022 年 6 月 30 日（木） 総務コンプライアンス委員会 
2022 年 7 月 6 日（水） アスリート委員会② 
2022 年 10 月 4 日（火） 総務コンプライアンス委員会（通知） 
2022 年 10 月 5 日（水） アスリート委員会③ 

2022 年 12 月 23 日（金）  国際大会強化指定兼育成指定選手選手選考委員会 
（2023 年強化育成指定選手の選考・決定、メール開催） 

2022 年 4 月～12 月     国際大会強化指定兼育成指定選手選手選考委員会 
            （2022 年強化育成選手の変更申請に伴う審査、月毎随時メール開

催） 
2023 年 2 月 20 日（月）  JPC 専任スタッフ推薦選考委員会（Zoom 開催：方針） 
2023 年 2 月 22 日（水） 女性アスリート等支援委員会 
2023 年 2 月 27 日（月）  JPC 専任スタッフ推薦選考委員会（メール開催：決定） 
2023 年 3 月 5 日（日）   マンチェスター2023WPS 世界選手権大会 PI/VI 日本代表選手 

兼杭州 2022 アジアパラゲームズ競泳競技 PI/VI 日本代表推薦 
候補選手選考委員会（日本代表選手等の選考・決定：富士水泳場） 

2023 年 3 月 8 日（水）   マンチェスター2023WPS 世界選手権大会 PI/VI 日本代表役員 
選考委員会 （メール開催：準備委員の選考） 

 


